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i日■.2017年 10月 24日 (火 )
11:55-12:55

i会場:リーガロイヤルホテル大阪
ウエストウイング 2階 楓【第7会場】
大阪府大阪市北区中之島 5‐3-68

◎ランチョンセミナーは、整理券制です。

配布場所 :リーガロイヤルホテル大阪 タワーウイング 3Fロ ビー
配布日時 :10月 24日 (火 )フ :00～ 11:25
※整理券がなくなり次第、配布を終了いたします。
※整理券はセミナー開始直後に無効となります。
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藤敷1急1医療におけるBN の扉

新丼 隆男
東京医科大学八王子医療センター 准教授 救命救急センター長

BNP(Brain natriuretic peptide)は 心臓への負荷及びストレスにより

心臓から分泌されるホルモンである。同様に心臓から分泌されるANP

(Atrial natriuretic peptide)は 主に心房から、BNPは主に心室から分

泌されている。健康状態ではBNPよりANPの方が血中に多いが,い不全

状態では圧倒的にBNPが多く、心不全の診断ツールとしては血中BNP濃

度測定の方が優れている。

我々の臨床現場だけに限らず、疾患及び臓器「特異性」と「感度」の

優れた検査が正しい判断をするために有用である事は言うまでもない。

BNPについて考えるとBNPは心臓以外の臓器での分泌は皆無でありその

臓器特異性は優れている。また昨今は健康診断等でも活用が始まっている

ように心臓の異常を早期に知る手立てとして有用であることが分かっており

その感度は優れている。迅速かつ正確な判断が求められる故急医療の臨

床現場で心臓の検査に用いるならばこれらを満たすBNP測定の活用は必

須であろうと思われる。

本セミナーにおいてはBNPの基本に立ち返ってその概要及びこれまでの

救急医療におけるエビデンスの紹介をさせていただくとともに当センターでの

解析結果の一部を紹介出来ればと思う。

BNP― E‐ 17B(Al)


